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新
駅
設
置
を

方 2フ3号

昭和44年 6 J'j 

関
同
辺
は
向
後
エ
の
冨
〈
fz・討中山総

.Mm仏
側
時
監
理
事
茶
、
今
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
然
組
吋
土
鳩
隊
一
鱗
鐙
酬
明

繁
盛
揮
を
は
じ
め
党
関
不
動
部
臨
終

遂
に
よ
れ
ツ
浴
議
さ
れ
つ
つ
あ
号

室
す
。
こ
れ
と
お
い
ま
っ
て
、

来
年
三
月
末
か
ら
入
辰
が
予
対

さ
れ
て
お
h

ソ
ま
す
日
本
絞
宅
公

開
出
湖
北
合
泌
総
の
入
怨
殺
の
ね

燃
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ζ

出
り
よ
う
な
目
見
柏
崎
か
ら
‘
新

絞
殺
設
は
湯
治
相
し
た
防
総
で
あ

争
、
必
附
世
に
巡
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。
ま
た
‘
萩
閥
抗
印
紙
際
は

後
般
予
定
地
側
州
滋
柏
崎
川
崎
市
み
な

ら
ず
特
料
開
附
子
野
発
肢
に
も
つ
な

樹

の

市
問
が
百
部
る
い
と
い
う
こ
と
は

液
化
務
系
に
大
き
な
負
担
を
か

け
、
像
力
減
退
の
際
闘
に
な
れ
ツ

ま
す
。な

お
、
名
令
母
子
、
惨
事
背

の
混
乱
也
相
T
A
m
h
乞
受
け
て
い
る
方

沖
川
、
ム
ハ
月
小
に
品
前
年
波
ハ
問
削
和

関
口
十
三
匁
蜘
成
〉
の
所
得
次
氏
泌

を
終
結
し
て
く
ど
き
い
。

印
仲
間
出
統
的
・
相
会
鋭
的
方
沖
林
必

閣官あ
h

ツ
ま
せ
ん
が
、
然
中
ι
時同の

中
刀
神
仙
渓
急
由
申
告
し
て
い
た
だ
き

ま
せ
ん
主
年
金
が
受
給
で
き
な

く
な

9
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

苦
い
。

カ
に
推
進

が
る
こ
主
で
あ
れ
ツ
ま
す
の
句
、

単
ミ
議
開
院
さ
れ
る
こ
と
が
待
た

れ
る
わ
け
明
、
す
。

な
お
、
J
改
良
は
次
の
と
お
号

打
、
ふ

3
0

m
w
b
官
民
刊
紙
同
拍
一
立
総
@
納
会
長
小

袖
拙
文
総
数
計
脱
線
縫
品
目
藤
本
山
酷

索
隊
仲
人
数
制
制
撤
路
交
策
井
篠

宮
中
指
令
新
義
問
問
仙
ぷ
災
師
陣

小
泌
総
削
州
特
朴
燦
太
郎
部
筒
井

ぷ
大
北
枕
期
大
関
税
叫
出
@
誌

宮
市
小
鳥
針
路
後
飯
合
出
品

な
お
‘
五
月
十
六
時
に
は
町

議
会
滞
端
的
問
問
附
出
組
対
策
刑
判
官
紙
特
別

愛
隣
同
会
で
期
間
終
機
関
に
臨
時
的
に

行
き
ま
し
た
。

作院院内
mw
幅
削
校
拘
ぷ
の
た
め
に

判
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
‘
綴

社
セ

y
タ
i
校
、
中
京
る
浪
乃
十

い
ま
し

f日正;77ご員長… l
L_.....:~~~ど!?:titiでm < t.=;!Eニーj

ずいるによは y

I V レびな後夜び活の道芸 しう双な次タみ
y -;/品ク tこら、務長主及 5主人 まにす務の 1セ

ぶ
決
H
梁
間
切
の
た
め
の
移
設

4
奴
綴
抑
制
球
訳
、
必
記
ど
と
紛

談
、
山
内
隊
約
叫
側
、

w
m
M抑制

叫
問
符
の
各
級
抑
制
後

な
お
、
総
社
ど
ン
タ
!
の
ね

移
に
つ
い
て
問
川
い
合
ぜ
ほ
役

場
以
小
川
洲
仰
に
附
出
会
し
て
く
だ
さ

も

O
・ト、

る
集
約
制
相
談
、
お
よ
び
身

体
際
議
A
H
W
民
正
綴
滋

3
出川
.K4唖
の
協
議
‘
な
ら
び

j
i
!
?
f
i
f
e
 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ム
U
V

滋
に
マ
引
業
の
時
間
制

対
す
る
処
刑
執
は
あ
ま
与
さ
れ
て
常
判
別
総
線
路
地
設

い
ま
せ
ん
。
街
の
w
m
慾
に
つ
い
ス
、
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
反
w
m

て
森
た
ち
は
、
痛
く
な
ら
な
い
稔
縁
日
十
釘
大
学
総
…
ド
ヤ
仲
間
花

k
卵
胞
絞
脅
し
な
い
、
ま
た
、
線
級
、
字
泌
氏
‘
市
千
台
湾
ヤ
発

く
な
く
な
っ
た
の
で
執
制
緩
の
途
戸
‘
大
2
1
e
設
係
子
学
的
飯
田
部
、

や
で
や
め
て
し
ま
う
な
ど
、
品
開

字
国
阿
波
‘
内
子
一
向
原
午
後
開
問
、

の
俊
樹
品
に
つ
い
て
の
処
恋
は
き

4不
安
日
眠
、
宇
山
雄
坪
字
M

開何一騎

わ
め
て
絞
潟
で
す
。

ヤ
」
母
よ
う
な
こ
と
か
ら
‘
術
学
小
谷
線
・
平
谷
中
‘
中
部
骨
子

の
後
中
山
に
間
関
す
る
廷
し
い
認
熱
療
・
字
ガ
サ
ヲ
綴
ウ
ナ
山
間
即
時

を
宵
同
め
、
品
開
制
村
疾
患
の
思
州
側
批
判
然
相
側
紙
、
字
道
路
抽
押
均
十
一
波
、

氏
、
日
T
然
治
療
、
予
防
隔
地
絞
殺
大
学
祭
桃
川
内
チ
ゑ
久
保
、
安
下
〈
ぶ

し
て
、
ム

V
裁
の
な
い
健
康
な
市
対
、
学
小
暮
も
内
十
一

γ
口
封
切
学

生
活
が
滋
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
巻
出
口
、
ネ
久
保

m-
栄

町

大

ょ
う

o

q

潟
叫
村
山

一
一
一
点
入
制
期
間

間
川
和
山
門
十
肉
体
z
h
R
二
十
円
H

か
ら
附
制
約
凶
十
双
年
決
H
n
一一.十

…
自
ま
で

開
門
、
・
混
入
車
日
制
約

ふ
ム
油
相
訓
制
比
凪
仙
m
d
災
及
び
物
件

綱

州

泣

間1和43年度分の所得によ
る所得昔話係々 皮綴は次の
とお争であります。

1. 木人日号待綴夜々 度傾

300，OOOFl 

2. 配偶者及び校養毅務

名所得普露首ミ々 波書草

欽設建新量発 告人 501，75OFl 
グ i人 ι34，688FJ

人 70S，125Fl
11 3人 776，813汚

人 ，850，伐治行
。 5入 、 空21，5∞門

M 長えを 1，C05， 0住金n
人 1，082，釘百)Fl
8人1.1る.0，∞OFl

口
土
地
衣
入
務
室

日
本
間
関
台
骨
鉄
滋
京
以
冶
パ
ー
…
γ
ム

世
帯
局
長
か
ら
土
地
後
収
用
法
の

踊
朋
政
に
よ
り
土
総
に
な
ち
入
h
ソ

ず
る
震
通
知
が
あ
り
'
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

@
危
険
物
液
者
試
験

b
J

ぉ
険
物
収
録
い
中
山
総
滋
試
験

戸
川
を
次
の
主
わ
抗
争
実
施
い
た
し
ま

夕
日
す
の
で
希
譲
治
は
出
申
し
込
み
〈

y
w

だ
さ
い
。

セ
m
V
神
訊
貼
棋
の
硝
刺
殺

拡
笹
山
乙
殺
が
同
数
物
品
庁
附
悶
判
制

緩
山

wv
闘
相
概
曹
の
受
付
期
間

た
明
郎
拘
相
聞
間
十
問
問
年
六
位
月
五
お
か

し
w

ら
ム
ハ
鈎
月
十
代
一
一
日
ま
で

脚
斡
州
軍
受
験
由
叩
醐
騨
祭
出
掛
歯
闘
相

証期
μ

受
験
制
問
書
ハ
梢
制
時
間
中
本
部
予
防

を
係
に
開
m
怨
し
て
あ
り
ま
す
〉

A

細
川
写
哀
一
牧
内
側
樹
祭
桜
山
邸
時
掛
川
ハ

出
品
カ
月
以
内
に
僚
彫
し
た
も
の

機
で
、
例
靴
、
ほ
脳
同
・
一
点
屯
Y
チ

役
メ
i
ト
ん
の
山
肌
綴
託
面
上
学

氾

必

然

の

も

り

)

な
お
、
数
抑
制
に
つ
い
て
は
消

時
間
本
節
子
時
間
孫
へ
お
総
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

郵
便
局
移
転
む

b
知
ら
せ

叫
仏
政
山
子
郵
便
局
が
六
月
九
日

か
ら
下
ケ
一
戸
川
何
十
じ
!
日
山
地
先

の
悶
刷
会
で
菜
務
官
以
仏
間

f
る
こ

と
に
な
れ
ツ
ま
L
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

J

制
品
夜
の
ロ
河
合
は
仕
事
凡
且
の
酬
明

郊
に
品
作
い
手
狭
に
な
れ
ツ
ル
比
市
の

絞
め
が
西
脇
く
ネ
く
か
ら
新
潟
舎

の
波
紋
が
怨
ま
れ
て
お
り
ま
し

た
が
よ
う
や
く
完
成
舟
ゑ
激

し
ハ
六
月
六
行
総
ス
メ
〉
が
つ

き
ま
し
た
の
で
、
九
日
H

か
ら
新

潟
市
H

で
平
常
鴻
り
繁
務
を
問
問
品
開

い
た
し
ま
ナ
。

立
本
を
伐
材
印
し
た
恥
吋
は
水
H

特

訓
引
雨
明
利
怖
が
緩
税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
税
は
伐
採
し
た
索
特
約
の

別
抑
制
棋
仁
対
し
て
後
初
の
出
引
雨
明
者

に
Mm制
制
緩
消
却
が
免
ル
ー
し
ま
す
。

ま
た
、
向
山
料
開
後
一
コ
カ
万
以
内
ぷ

議
H

門
的
引
取
者
と
み
な
し
て
湘
体

制
怖
さ
れ
ま
す
。

ま
た
こ
の
ね
は
笠
木
の
市
削

立
木
を
伐
探
し
た
時
は
申
告
を
M
U

中怖がん梓れ月ト
u
u
H
ま
で
に
前
H
A
め

一
れ
か
ら
間
同
月
末
れ
ま
で
の
素

材
同
町
敢
に
燃
す
る
必
袋
小

a績
を

務
総
し
た
品
納
入
ゆ
A
H
H
3
を
町
一
公

に
ぬ
燃
す
る
と
閥
抗
吋
に
そ
の
総

入
金
を
約
め
る
と
と
に
な
づ
て

い
ま
す
の
で
立
木
合
後
閉
山
し
た

時
吋
は
お
ふ
れ
ず
に
申
殺
し
て
く
だ

F
、。
:
L
 

詰
掃
事
務
所
移
転
の
恥
知
ら
せ

4

、
J
ノ

締
約
楽
器
用
古
田
μ
後
に
運
営
す

る
た
礼
的
仰
い
、
防
庁
品
川
内
勺
品
執
務

し
て
い
た
叫
務
総
務
務
所
と
、
附
悶

鉄
線
機
工
事
に
よ
り
拘
伊
転
計
銅

山
中
の
税
燐
武
双
臨
問
へ
柴
崎
淑
嫁
V

な
お
一
戸
柏
崎
先
の
し
終
処
濯
場
敷

地
出
刊
に
絞
殺
さ
れ
た
持
制
総
事
務

引
般
に
統
合
し
‘
築
中
副
首
開
現
ず
る

日

期
間

部川

こ
主
に
な
れ
ソ
ま
し
化
。

業
務
に
つ
い
て
の
総
い
合
せ

そ
の
他
潟
渓
絡
は
次
点
り
と
お
れ
ツ

で
ナ
。

〈
務
一
枚
品
ん
}
袋
詰
知
子
町
K
M
F
}

一
問
問
。
番
地

ハ剤散料納
)
λ
八
R
則
一
日
川
本
間
関
七
訴

。
大
翰
咲
菊
花
奮
を

闘
精
援
し
設
す

花
い
っ
ぱ
い
潔
品
射
を
殺
め
る

た
め
、
湖
北
菊
花
会
で
は
拙
昨
年

に
ひ
者
つ
づ
き
本
年
も
大
約
咲

溺
衡
を
次
の
と
お
守
一
般
依
然

の
カ
に
鐙
し
上
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
ふ
る
っ
て
お
で

か
け
く
だ
さ
い
。

一
、
防
隊

昭
和
四
十
附
問
年
六
万
人
口
問
午
後

一
鈴
か
ら

二
、
務
所

や
枯
師
、
制
関
北
脇
陣
抑
制
問
問

一
一
一
、
数
日
品
本
数
約
一

4γ
本

ハ
一
人
州
島
本
経
後
先
殺
閥
桝
}

口
身
体
脇
陣
血
事
胃
袋

滋

路

相

談

例
年
行
な
わ
れ
て
お
9
ま
す

県
議
出
憾
の
身
体
降
持
柄
引
府
地
問
抑
制

淡
を
次
の
鴨
題
担
行
な
い
ま
す
の

で
ど
利
減
く
だ
さ
い
。

日
時
吋
六
月
十
火
日
〈
月
〉
午

品
開
九
時
か
ら
午
後
一
一
一
時
三

十
分
ま
で

場
所
設
孫
子
町
…
引
間
後
セ
ソ
タ

ー
〈
m
m
役
務
庁
品
川
)

相
組
制
市
円
安
手
組
制
中
務
総
後

筏
問
後
付
〈
佐
官
間
車
)
蹴
珂

不
判
判
定
紋
嫌
部
制
相
談

絞
殺
入
浴
相
談
そ

の抽出

マ
育
児
知
相
談

今
月
の
育
児
都
淡
は
次
の
ロ
H

甜
担
で
行
な
い
ま
す
。

W
V
A

祭
場

'
将
依
定
数
六
万
十
九
臼

六
月
一
…
十

前
後
胤
制
点
H
A
H

六
月
二
十
一
…
…

紛
糾
二
十
問
問
n
H

玄
掛
か
叫
者

昭
和
制
問
主
吋
一
年
七
月
生

附
明
和
利
刷
出
十
万
部
十
二
万
全

期
間
北
・
十
部
品
也
拙
叫
打
悼
の
乳
間
四
は

六
月
司
十
一
月
生
も
含
ま
れ

ま
す
。

wv
時
総

午
前
十
時
か
ら
十
二
持
、
午

後
一
時
か
ら
一
一
四
時
ま
で
で

す。
な
お
、
叫
尚
子
手
師
棋
を
忘
れ

ず
に
ピ
持
参
く
犯
容
い
。
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新
駅
設
置
期
成
同
盟
会
発
足

衛

生

週

間

撤

践

し

た

予

防

処

護

会

引
私
た
ら
の
七
十
パ

l

γ々
L
r

H

伊
ム
デ
品
闘
に
付
税
さ
れ
て
い
る
と

い
う
総
点
民
総
栄
が
ぶ
す
よ
う
に

大
部
分
の
人
が
ム

V
お
に
蹴
枕
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
ナ
。

と
く
に
ム
ジ
品
開
は
、
織
が
生

え
は
じ
め
て
か
ら
五

t
七
年
以

内
に
品
川
端
械
に
小
児
索
後
し
尽
く

す
k
い
う
特
絵
を
も
っ
て
い
ま

ず
か
ら
，
曲
問
機
一
的
問
な
小
児
時
間
燃

と
い
え
ま
す
。
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公
一
齢
制
会
計
の
収
入

ご
総
会
内
誌
の
収
入
品
仏
災
以
、

町
税
級
人
一
一
一
七
一
、
流
約
四

42

門
な
仏
側
め
、
や
ペ
…
災
の
と
お
ち

絞
入
総
州
問
丸
n
u
b
-
。
三
間
予

約
t
な
っ
て
お
ち
ま
す
。

{第三き重量卒後約i認可)

し
尿
処
理
場
な
ど
建
設

前

μ
h
E
1
卒
奇
白
書
設
も
麓
ひ

叶
叶
L
レ・・
4
掌

r必
日
鳶
欠
乏
H

件
刈
走
中
主

一
¥
¥
J
i
y
書
j

号

室

ま

よ

っ

て

き

寄

Z設
の
状
況
を
引

J

¥

i

i
量
:
馳
蹴
鴎

W
ら
せ
し
て
お
ち
ま
す
が
今
仰
は
、
腕
昨
年
の
十
月
か
ら
気
汚
ま
…

一

、

総

υ二
川
ふ
恥
綴
湖
付
制
醜
闘
で
の
下
半
糊
却
を
含
め
て
附
町
和
利
削
間
十
一
ニ
年
度
の
状
況
な
お
知
ら
…

…

戸

川

議

離

暗

記

計

年

室

、

切

る

く

!

?

の

一

政

と

一

一

/
r
j
f
i一
R

L
て

の

し

尿

処

理

場

増

設

妻

、

議

護

霊

童

・

布

…

…
俊
市
中
体
育
抽
出
抽
出
幾
ど
れ
品
、
谷
蛸
嶋
本
数
安
日
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
後
さ
ま
の
た
め
に
行
…

一
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
は
多
く
‘

ζ
れ
ら
の
寝
嚇
部
会
災
時
刻
甘
い
遂
め
る
た
め
、
会
期
棋
に
あ
…

一

た

れ

込

豆

半

ら

ご

梢

蹄

カ

を

お

開

聞

い

い

た

し

ま

す

。

一

帯
ゑ
掛
榔
蛸
剛
一
、
一
四
八
、
開
問
劫
捌
年
総
決
ぬ
緩
み
ハ

C
九
、
七
九
役
一
朗
縦
横
針
の
支
出

九
九
千
開
け
に
対
し
て
七
十
九
パ
一
一
…
千
円
の
一
・
八
倍
号
本
対
決
淡
在
支
出
凶
総
額
は
、
八
回
間
延

1
セ
ン
ト
と
、
民
怖
く
な
っ
て
お
上
初
の
十
一
億
円
の
大
会
に
線
開
九
七
手
間
H
で
総
和
四
十
一
一
一
級
・

9
ま
す
が
も
除
後
七
刊
誌
、
九

O

る
ζ

主
に
な
り
ま
し
た
G

度
予
算
に
対
し
、
七
十
附
悶
パ

1

0
千
円
を
始
め
、
滋
nn東
日
の
議
入
の
融
情
館
同
州
側
A
W
凶u
.

常
二
セ
ン
ト
執
行
事
れ
て
お
り
ま

山槻紬制附附
M

聞
に
惜
別
学
刊
か
荻
入
で
き
授
の

k
h相
警
に
な
っ
て
お
ち
ま
す
。
偽
刷
出
の
科
目
仙
抑
制
加
構
成
比
は

る
気
込
み
で
す
。
決
算
臨
時
の
開
閉
す
。
肉
料
土
器
殿
様
芝
町
税
は
・

mm

片
的
取
棋
の
主
お
哲
に
な
り
ま

蜘
柑
間
関
十
一
一
…
年
の
収
入
苑
込
蛸
舶
は
利
関
十
一
一
一
年
点
抵
の
出
向
十
八
・
返
す
。

換

今

後

五

月

末

日

ま

で

に

、

柑

開

校
総

漁
師
桝
明
生
時
胃
・
甜
曹
に
多
制
酬
の
ヌ
出
闘
が
予

由
時
吟
定
さ
れ
て
お
ち
ま
す
。

後

総

務

総

十

三

年

度

広

お

こ

な

叫
即
時
っ
た
議
繋
な
楽
器
訴
に
つ
い
て
の

艇
を
べ
ま
す
と
‘
航
路
務
裁
で
は
‘
庁

仙
町
一
舎
建
設
事
業
費
に
栄
一
…
冬
際
分

一
一
悠
一
ハ
、
六
丸
山
晶
子
mn計
雨
期
ど

お
与
品
執
行
事
れ
‘
協
和
感
す
一
一
一

年
九
バ
に
完
成
、
十
月
一
お
か

ら
務
庁
公
に
務
転
、
窓
口
線
付
紘

一
し
ま
し
て
皆
様
方
の
サ
ー
は
じ

丸
に
努
め
て
お
守
ま
す
ω
民
家

攻
守
は
削
削
げ
撫
開
会
改
築
し
.

w
悩
殺
セ
ー
タ
ー
と
し
て
活
用
を

附
闘
争
、
今
後
一
橋
栓
行
設
の
ぬ
い
品

主
し
て
、
き
め
こ
ま
か
〈
滑
油
然

し
て
行
き
た
い
、
制
問
依
然
で
は

し間探
M

地
滋
絡
紬
鋭
、
務
協
開
引
車
雲
監

備
に
制
抑
め
制
昭
和
利
問
問
十
二
年
即
位

か
ら
二
年
陣
取
強
制
百
十
μ
戸
し
探
加
純

潔
場
附
設
事
業
主
し
て
ぷ
入
、

六
六

O
千
聞
け
令
権
別
協
雌
.
府
油
開
山
後

一
円
口
加
路
線
能
力
双
十
叫
一
キ
ロ
翌

ヅ
ト
j
w
k
な
り
、
本
湾
の
一
治
締

本
蜘
滅
的
明
地
料
品
が
丹
治
に
な
れ
ツ
ま

さ
ら
に
法
制
絞
線
以
の
し
尿
処

理
路
設
に
本
惜
別
後
八
一
、

O
七

財政のあらまし昭和43年度

パ
ー
セ
y
'
P
よ
ち
さ
ら
に
紙
く

決
算
時
に
は
一
一
一
十
一
コ

t
一一一十開問

パ
i
セ
ン
ト
綴
淡
に
な
っ
た
も

の
と
燃
わ
れ
ま
す
。

ζ

れ
降
、

入
院
総

mwh曲
汁
う
事
業
盆
の
域

紛
主
な
れ
ツ
.
必
然
的
仰
に
子
鋒
蝉
潟

綴
が
拡
大
さ
れ
、
…
加
院
院
同
制
閉
め

比
護
が
緩
く
な
り
、
抽
出
に
叫
問
調
郎

を
求
め
る
総
樹
木
情
、
あ
U
J
ま
す
。

こ
の
収
入
・
没
後
保
す
る
こ
と

に
努
め
‘
歳
出
昭
一
数
行
に
交
蜘
仰

を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
し
て
お

ち
ま
す
。

開
悶
千
附
川
、
榔
内
山
同
軸
地
区
し
尿
処
線

終
殺
事
業
費
削
問
玄
、
開
問
一
…
九
千

回
日
が
計
画
ど
お
ち
祭
給
寄
れ
後

器
開
認
設
の
光
山
火
が
終
叙
さ
れ
ま

す。
魚
料
仲
料
水
滞
緩
政
で
は
新
十
市
況

凶
樹
齢
撤
蹴
糊
楽
祭
八
十
ヘ
タ
タ

i

i
ル
事
業
費
六
五
‘

0
0
0
4
2

回H
.

ト
ヲ
タ
タ
i
、
制
側
州
川
蜘
航
機

潜
入
等
農
梁
近
代
化
合
附
問
っ

た
。
土
中
小
絞
は
遂
何
時
新
設
改

良
事
嫌
待
出
向
帥
附
卒
業
.
叉

γ

十んム回

附
執
泌
総
立
体
交
差
曲
百
六

.
0
0

04Tn.
二
・
一
・
双
悼

d

的概〈榊期

北
台
u
H
本
住
宅
公
開
州
か
ら
以
内
芳

一
戸
へ
ぬ
け
る
税
関
線
、
・
九

0
0

0
千
悶
H

‘
公
務
取
付
街
路
架
道

線
開
問

.
0
0
0千
円
等
実
録

さ
れ
た
。
公
首
位
宅
建
制
棋
は
総

裁
際
火
融
構
造
平
屋
内
m
p

ス
後

六
一
戸
が
建
設
さ
れ
入
院
刺
殺
気

γ

L
ま
し
た
。
治
時
間
削
減
は
、
布
佐

出
張
所
の
哨
滞
緩
授
が
繍
加
姿
凶

守
、
品
紙
管
内
科
で
は
布
佐
中
体

管
制
制
二
五
、
。
。
ハ
)
千
開
け
が
叫
艇

部
賦
さ
れ
ま
し
た

d

間
以
上
昭
和
側
十
三
年
前
駄
の
一

級
会
副
絞
め
絞
入
k
支
出
向
の
あ
ら

ま
し
安
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
4

財
欲
的
に
は
自
主
財
制
聞
に
か

ぎ
ら
れ
行
政
慰
問
婆
は
ま
す
ま
す

矯
加
し
つ
つ
あ
ち
ま
す
。
制
品
仙
川

ぷ
に
対
処
し
つ
つ
、
制
村
米
円
一
町

議
与
に
惨
め
て
お
争
ま
す
。

表A
吋絡

会
枇
特
別
会
計
の
よ
う
す

m
w
尉
桝
陣
内
健
康
保
険
事
薬
品
調
札
前
件
科

医
療
給
付
殺
が
務
し
〈
然
知
却
し

会
計
の
幾
嗣
mに
後
燃
し
ま
し
た

が
z

中
小
年
後
も
門
滑
に
決
算
で

き
る
気
込
み
で
あ
り
ま
す
。

保
険
税
の
総
人
に
つ
い
て
は

鳳
は
さ
ま
が
た
の
級
品
持
主
も
間
関
泌

い
た
し
ま
す
の
で
、
一
般
い
と

協
力
を
お
紛
い
い
た
し
ま
す
υ

m
w
中
的
障
融
陥
期
待
水
道
事
薬
会
計
は

上
水
道
事
業
会
計
に
吸
収
容
れ

本
会
計
は
も
本
年
攻
隊
り
で
勝

止
さ
れ
ま
し
た
。

@
公
然
下
水
滋
事
祭
会
計
は
、

日
本
総
浴
公
団
湖
北
ム
日
抽
出
州
棋
の

二
万
一
一
千
人
を
対
象
に
問
料
品
本

怨
恋
仲
絡
設
管
、
援
本
冊
減
許
制
問
ど

お
り
笑
浴
さ
れ
、
制
川
和
判
例
寸
側
関

年
肢
は
、
政
判
中
本
処
刑
鴇
施
設
の
一

柑
附
附
院
制
却
な
間
関
品
開
す
る
予
定
で

す
a

品
目
天
王
台
土
品
地
区
端
関
数
制
嶋
本
談

会
計
は
常
終
的
紙
絞
殺
に
よ
れ
ツ
事

漆
沿
い
搬
の
淡
民
主
な
れ
ッ
、
同
町
和

附
悶
十
一
均
年
七
月
認
可
と
な
ザ

十
一
月
£
叙
換
地
内
獄
後
を
行

な
い
、
ル
一
立
制
削
工
事
線
約
一
一
…

0
0
0手
間
け
々
ふ
然
続
い
た
し
ま

し
た
υ
総
務
総
ず
間
同
年
度
に
汁

間
関
州
摘
み
察
官
拭
N
fさ
せ
‘
肱
同
掛
仲

間
口
予
忽
で
あ
り
ま
す
。

女
公
営
企
築
会
計
円
上
水
ω
治
会

計
)附

川
務
総
十
一
年
度
が
ら
五
カ

年仙抑制脳
wv梁
〈
計
回
附
給
水
入
門
利

引札。、

0
0
0人
V

で
計
一
樹
ど

お
り
昭
和
問
悶
十
一
一
一
年
波
も
さ
く

労
工
事
・
際
水
管
工
事
故
噌
に
約

一
九
つ
七
七

O
千
関
川
を
実
施

し
‘
梢
開
制
刊
削
間
十
一
一
一
年
九
月
品
開
ぷ

令
制
附
録
し
た
。
協
和
問
問
十
総
裁
，

館事4lヰ/!. ~丸苦手、予防本電宅事室時滋対主貫主
ι政 8主の持

21.-U5;l11 

H!.φfi.1f7 

Jli，u'i 11'，7曾'争"
11J.4lfl 

_A1Z.叫 tl1.f1i
/.'1>1，075 

ゐぷ亘Z壬主~‘".H>1
-.1M'U三笠

J7S:1J/~ω7 

...1主主笠
.Jl主主党

ω蛾過!!.?

後
約
ホ
地
区
画
整
副
理

事
般
市
会
計
は
、
昭
和

問
十
一
一
一
年
度
低
国
側
緩

現
地
広
明
骨
の
総
本
線

設
総
総
綴
粧
強
制
杭
事
業

隠
滅
が
一
月
に
決
定

さ
れ
た
。
昭
和
銀
十

関
年
度
か
ら
天
理
上
令

部
判
開
肌
総
広
場
山
崎
純
械
を

悶
悶
淡
に
議
滋
し
た

L
 

;
 

一ぷ月中本
U
H

茨
を
給
水

世
帯
数
は
一
、
一

nu

二
歌
械
と
な
っ
て
い

ま
す
。
間
和
初
附
間
十
一
一
一

年
波
か
ら
地
方
公
料
品

会
議
法
が
適
用
さ
れ

特
然
会
計
か
ら
公
俊

企
業
会
計
に
総
攻
し

ま
し
た
。
柑
鰯
指
待
出
向
的
廿

次
は
の

E
お
争
で

す。
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働T

A
M
町
民
揖
燃
は
、
土
木
遂
事
業
帥
同
一
銭
的
惨
な

請
し
い
狩
-
m
M
hソ

-vw
俗、
9
入
れ
夜
夜
鈴
抑
制
拙
い
市
内
V
次
、
。
ニ

す
る
た
め
お
鵠
税
務
遇
措
一
千
円
と
な
っ
℃
お
り
宮
ナ
a

な
駒
内
線
し

て
お
り
ま

す
。
こ
め

世間掛慌の一

穏
に
交
と

る
た
め
、

仮
必
の
致

府
似
品
曹
を

借
り
受
け

'
レ
中
栴

BUV

た
旬
以
和
制

約
十
な
年
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